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学位論文審査結果報告書 
 
 平成２９年１０月２７日 
大学院医学研究科長 様 
 
下記のとおり学位論文の審査を終了したので報告いたします。 
 
【審査結果要旨】 
 
氏名：   大野 雄康 
 
学位論文題名：Lipopolysaccharide inhibits myogenic differentiation of C2C12 
myoblasts through the Toll-like receptor 4-nuclear factor-κB signaling pathway and 
myoblast-derived autocrine/paracrine tumor necrosis factor α 
 
申請者は Lipopolysaccharide (LPS) が骨格筋形成過程に及ぼす影響を探る目的
で、マウス筋芽細胞 C2C12細胞を用いた骨格筋分化モデルにおいて薬理学的実
験を行った。LPS 投与により筋分化は抑制され、この現象は Toll like receptor 4 
(TLR4)の阻害剤、および Tumor necrosis factor-α (TNF-α)の中和抗体により回復し
た。さらに NFκB活性の測定結果と合わせ、この現象に TLR4-NFκB経路と TNF-
 α経路が関与することを示唆した。 
審査は３名で行われた。その過程で学位論文として記載が不足する部分につい
ての修正を求め、これらに対して適切な改訂が行われた。培養細胞を用いた実験
が主であるものの、実験は緻密かつ適切に行われており、結果と最終的な結論は
妥当である。本研究は、敗血症などで見られる骨格筋萎縮メカニズムの解明と将
来的な治療法開発を期待できるものであり、学術および医学的に重要な論文と
考えられる。また、その内容はすでに科学雑誌に発表されている。以上より本学
学位論文としての条件を十分満たしていると判定した。 
 
論文審査委員 主査  和栗 聡 
 副査  挾間 章博 
 副査  大平 弘正 
